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議案第１号 令和７年度事業実績について 

 
令和７年度事業実績について 

 

１ 概要 

 

令和８年１月２３日閣議決定された「令和８年度の経済見通しと経済財

政運営の基本的態度」の令和７年度の経済動向によると、我が国経済は緩

やかに回復しているが、潜在成長力は伸び悩み、賃金の伸びは物価上昇に

追いつかず、食料品を中心とした物価上昇により、個人消費は力強さを欠

いている一方、賃上げ率が２年連続で５パーセントを上回るなど、「デフ

レ・コストカット型経済」から、その先にある新たな「成長型経済」に移

行する段階まで来たとされています。 
こうした中、当センターでは、高齢者の希望に応じた臨時的かつ短期的

な就業又はその他の軽易な業務に係る就業の機会の確保及び組織的提供

を行って、高齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図ることにより、

高齢者の能力を生かした活力ある地域社会づくりに寄与することを目的

として事業を実施し、令和７年度の主な実績は次のとおりとなりました。 
令和７年度の請負・委任の受託金額は前年度比０．８パーセント増の 
１５億４，１５４万３千円、京都府シルバー人材センター連合会の実施事

業所として実施している派遣の受託金額は前年度比６．１パーセント増 
の２億３，１４６万７千円、合計で前年度比１．５パーセント増の１７億

７，３０１万円となりました。 
また、令和７年度の請負・委任の受託件数は前年度比６．３パーセント

減の８，４８２件（各月件数の１２箇月分集計だと２３，４３６件、以下

「月単位」という。）、派遣の受託件数は前年度比４．１パーセント増の 
３５５件（月単位１，５５３件）で、合計で前年度比５．９パーセント減

の８，８３７件（月単位２４，９８９件）となりました。 
一方、令和７年度末の会員数は前年度比２人増の５，０８０人（男性会

員３，０１８人、女性会員２，０６２人）で、平均年齢は７５．７歳、会

員の粗入会率は１．０パーセントとなりました。 
 また、請負・委任の令和７年度の就業状況につきましては、就業延人員

は前年度比７．２パーセント減の２７０，９８８人、就業実人員は前年 
度比３．５パーセント（１１３人）減の３，１３５人、就業率は前年度比

２．３パーセント減の６１．７パーセントでした。 
以上の請負・委任に派遣を合計した令和７年度の就業状況につきまして

は、就業延人員は前年度比６．５パーセント減の３０９，６６６人、就業

実人員は前年度比２．３パーセント（８０人）減の３，３８０人、就業率

は前年度比１．６パーセント減の６６．５パーセントでした。 
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２ 事業報告 

 

(1) 受託事業 

 
臨時的かつ短期的な請負・委任による就業又はその他の軽易な業務に係

る請負・委任による就業の事業におきましては、令和７年度から配分金見

積基準最低単価並びに剪定及び除草作業の配分金見積基準単価を改定し

ました。 
 

受託金額の推移 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 
請負・委任受注額
（百万円） 1,335 1,440 1,529 1,542 

 
 
(2) 独自事業等の推進 

 
就業機会の拡大、自主財源の確保及び地域貢献を果たすことができる事

業の推進及び新規事業等の検討に努めました。 
 
(3) 職業紹介事業 

 
平成２６年度から、臨時的かつ短期的な雇用の紹介又はその他の軽易な

業務に係る雇用の紹介は、有料で実施しています。 

 
有料職業紹介の状況（令和７年４月～令和８年３月） 

企業からの求人件数 企業への紹介件数 企業へ就職した件数 
14 14 14 

 
 
 (4) 労働者派遣事業 

 
臨時的かつ短期的な派遣又はその他の軽易な業務に係る派遣におきま

しては、受託金額及び受託件数は共に前年度を上回りました。 

 
受託金額の推移 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 
派遣受託額 
（百万円） 194 219 218 231 
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 (5) 講習会の開催 

 

講習会の実施状況（令和７年４月～令和８年３月） 

講 習 会 名 内   容 実 施 日 講習延 
数(回) 

受講延
数(人) 

福祉・家事援助 
初級研修 

・会員としての心構え 
・仕事の留意点 毎月第 2・4木曜  29 113 

筆耕講習 ・宛名書き 
・賞状書き 

4/9・30、5/14・27 
6/11・25、7/9・29 

8/13・27、9/10・24 
10/15・29、11/19・26 

12/10,1/28,2/25 
3/11・25 

 21 195 

福祉・家事援助 
健康講座 

・オリジナル音楽体操でサビない体
をつくろう 6/12・13   4  77 

福祉・家事援助 
掃除研修 

・ダスキン流お掃除の基本とワンポ
イントアドバイス 7/16・17   4  67 

福祉・家事援助 
料理研修 ・秋の美味しい中華を作りましょう 10/1・8・15   3  48 

人権研修 ・自分を解放する為の人権の学び 12/12   1  15 

福祉・家事援助 
中級研修 

・新たな契約方式について 
・高齢者虐待防止について 1/26・27・30   6 249 

子育て支援講
習 

・子育ての基礎知識 
・虐待について 
・救命救急講習 

2/10・12   3  27 

子育て支援事
業従事会員講 
習 

・個人情報の取扱いについて 
・虐待について 
・救命救急講習 

2/10・12   4  64 

安全就業講習 
・剪定・除草就業会員を対象とした

安全講習 
・フリーランス法制定に伴う新しい
契約方式への移行について 

3/3・4   2  50 

3/6・9・10   3 100 

 

 

(6) ボランティア活動等の推進 
 

地域班の一部の地区では清掃ボランティアを実施し、福祉・家事援助サ

ービス職群班では社会福祉法人２団体へのタオル寄贈のボランティアを

実施しました。 
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(7) 就業体験等の実施 
 

ちまき作りの就業を体験する機会を設け、就業会員の拡大を図りました。 
 

(8) 普及啓発活動の推進 
 

ア イベント等での取組 

区民ふれあいまつり等のイベントで、会員がＰＲチラシ等を配布しまし

た。 
 

イ 会員の日常的取組 

職群（福祉・家事援助サービス）班所属会員が、１人あたり１回３枚の

ビラを近隣及び知人等に配布しました。 
 

ウ 関係機関等での取組 

当センターのＰＲパンフレット等を配置する団体の拡大に努めました。 
 

エ マスコミ媒体の利用 

山科駅前地下道にＡ０サイズの内照式看板広告の掲出を行っています。 

 
オ インターネットの利用 

インターネット上のホームページを通じ、シルバー人材センターの事業

理念、目的及び仕組など各種情報の提供を行っています。 
 

 (9) 就業開拓活動及び受注対応体制の強化 
 

ア 関係機関を通じた開拓 
京都市をはじめとする公共機関に対し、新規発注及び市民への利用勧奨

の要請を行いました。 
 

イ 就業開拓員による開拓 
就業開拓員が民間企業、各種団体及び事業所へ直接訪問して就業開拓活

動を行いました。 
 

ウ 会員による開拓 
会員が近隣、知人等にシルバー人材センターへの発注の声掛けに努めま

した。 
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エ マスコミ媒体の活用 
臨時入会説明会開催の周知と併せて、当センターへの仕事の発注を呼

び掛ける広告ビラを京都新聞に封入しました。 
 

オ 発注者へのフォロー 
職員が電話、訪問等により、発注者の意向等を確認しながら、就業の

継続及び増加に努めました。 
 

カ 受注対応体制の強化 
就業相談会の開催、地域班及び職群班の活動などを通じて、会員の就

業意向の把握に努めました。 
 
(10) 相談及び情報提供 

 
就業、講習及びボランティア活動等に係る高齢者からの相談に応じ、

情報提供を行いました。 
 
(11) 安全・適正就業対策の強化 

 
ア 安全就業の取組 
就業現場の安全パトロール及び機械刈り除草の事故防止講習を実

施したほか、就業会員にヘルメット等の安全防具及び飛び石防止ネッ

トの貸出を行うなど、事故の未然防止に努めました。 
 

イ 安全意識の向上 
職群班での会議及び研修会で就業会員の安全就業意識の向上を図

る一方、令和７年９月３０日、中京警察署の協力により、二条自動車

教習所で自転車安全講習を実施し、会員の交通安全意識の向上に努め

ました。 
 

ウ 適正就業の推進 
会員就業基準を基に就業会員の交代を実施するなど、長期同一就業

の解消及び未就業会員への就業提供に努めました。 
 

エ 就業形態適正化の推進 
法令に則った就業の実施のため、就業の見直し等を推進しました。 
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オ 事故保険金支払状況（令和７年４月～令和８年３月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(12) 調査研究 

 
法・制度の変更に適確な対応をし、事業の一層の効率的運営を図るた

め、行政機関及び政令指定都市をはじめとする各シルバー人材センター

との情報交換を行うなど、調査研究に努めました。 
 

(13) 定期総会、理事会及び専門委員会の充実・強化 

 
令和７年４月からの公益法人制度改革に伴い、当センターでは令和７

年度の役員定期改選のときから、外部理事・外部監事を導入し、コンプ

ライアンスの強化を図りました。 

 
(14) 会員の増強 

 
毎週金曜日の午前１０時から本部、東部支部及び北部支部で開催して

いる通常の入会説明会に加えて、交通至便な会場で臨時入会説明会を計

６回実施し、さらに、令和８年１月から３月までを入会促進キャンペー

ン期間として入会促進の取組を集中的に実施するなど、会員増強の取組

を実施した結果、会員数は前年度より２人増加しました。 
なお、臨時入会説明会参加者を除く入会説明会の１回あたり平均参加

者は２１．４人（本部８．８人、東部支部７．８人及び北部支部４．８

人）で、前年度よりも１回あたり平均参加者は０．３人（１．４パーセ

ント）減少しました。 

区分 
人   的   事   故 物   的   事   故 

件数 主 な 事 故 内 容 件数 主 な 事 故 内 容 

就業中 9 

・清掃中、すのこにつまづいて

転倒し、手首骨折 
・剪定中、梯子から落下し、頭

部打撲 
・枝切中、後ろに転倒し、肋骨

骨折  

12 

・草刈機で小石を飛ばして、ガ

ラス破損 
・草刈機で水栓柱を破損 
・剪定中、洗濯機のコードを切

断 
・除草中、照明のコードを切断 

就業 
途上 9 

・車止めにつまづいて転倒し、

顔裂傷 
・階段を踏み外して転倒し、肋

骨骨折 
・バスの乗降口で足を打ち、脛
裂傷 
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(15) 会員組織の充実・強化 
 

ア 地域班の強化、活性化 
地域班では「地域班だより」の作成及び配布、ボランティア活動、

会議の開催などの活動に加え、区民まつり及び各種イベントでのＰＲ

ビラの配布などの普及啓発活動に取り組みました。 
 

(ｱ) 各地区会議開催状況（令和７年４月～令和８年３月） 
本  部 東部支部 北部支部 

地 区 回 数 地 区 回 数 地 区 回 数 

中 京 区  4回 東 山 区  8回 北  区  0回 
下 京 区  2回 山科区Ａ  5回 上 京 区  0回 
南  区  0回 山科区Ｂ  6回 左京区Ａ  4回 
右京区Ａ  3回 伏見区Ａ  0回 左京区Ｂ  4回 

右京区Ｂ  0回 伏見区Ｂ  0回 
右京区Ｃ  0回 伏見区Ｃ  0回  

西京区Ａ  0回 
西京区Ｂ  6回 

 
 

(ｲ) 全体会議開催状況（令和７年４月～令和８年３月） 

開催年月日 会 議 名 内   容 

令和７年 
５月１６日 

委嘱状伝達式 

地区長会 

・令和７年度の地域班活動について 

・定期総会について 

７月１８日 地区長会 

・新理事の紹介と委員会の体制につい 

 て 

・自転車安全講習会について 

９月１９日 地区長会 
・街頭啓発活動について 

・下半期の活動について 

１１月２１日 地区長会 
・地域班だよりについて 

・地区総会の実施検討 

令和８年 
１月１６日 

地区長会 
・地区別の会議の開催について 

・設立４０周年記念事業について 

３月１９日 地区長会 
・契約方式の変更について 

・令和８年度地域班活動について 
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イ 職群班の組織化、活性化 
職群班では、会員への講習や会議を通じ、職群班活動に務めました。 

 
職群班会議開催状況（令和７年４月～令和８年３月） 

職 群 班 名 会 議 名 実 施 日 

福祉・家事援助
サービス班 
（ＫＳＲ） 

総会 4/6 

ブロック長研修 12/18 

運営部会議 
4/16・5/21・6/19・7/18・8/21・9/17 

10/21・11/17・1/21・2/19・3/16 

ブロック長会議 
4/24・5/27・6/25・7/28・8/29・9/25 

10/23・11/25・12/18・1/29・2/27・3/24 

子育て支援 全体会議 
4/23・5/22・6/23・7/22・8/22・9/24 

10/23・11/18・12/22・1/23・2/17・3/19 
 

 

(16) 事務局体制の充実・強化 
 

ア 職員の資質向上 
各所属で職員の接遇について基本の確認を行うなど、職員の資質向

上に努めました。 
 

イ 事務の効率化の推進 
事務の効率的推進のため、事務機器の入替を行いました。 

 
ウ 継続性の確保 
事務局の継続性を確保して効率的な事業運営を行うため、非正規職

員３人を正規職員に転換しました。 
 

エ 会員の活用 
就業開拓及び地域班等に係る業務の一部を会員に委託しています。 

 
(17) 施設の充実・拡充 

 

事務所の移転及び設置の検討に努めました。 
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(18) 財政基盤の安定・強化 
 

支払が滞っている発注者への直接訪問など、未収金の発生を防止する

ための対応に努めました。 
 
(19) 介護予防・日常生活支援総合事業 

 

職員が地域包括支援センター等で周知を行うなど、受託の拡大に努め

ました。 

 
受託状況 

年 度 受託件数 受託金額 
令和７年度 21 件 2,812 千円    
令和６年度 28 件 3,425 千円    

 




